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１. 背景・目的
　南房総市では有害鳥獣による被害が年々増加しており，捕獲数も
年々増加している 1)。しかしながら，有害鳥獣は捕獲されるのみで，
その後は廃棄されてしまい，有害鳥獣の肉や皮が有効活用されるこ
とはあまりない。有害鳥獣の捕獲に対して報奨金は出るものの，捕
獲にかかった費用には見合わず，また賞金を得るために有害鳥獣の
処理方法が指定されているということもある。

２. 実施内容
　有害鳥獣について，またそれを有効活用する方法について知ってもらうた
めに，大阪谷さんの北条 BEACHマーケットの出店を補助した。出店は 6
月と11月の2 回行い，それぞれの詳細は以下の通りである。

① 6月2日の出店
　ジビエレザーを用いたコインケースや動物のシールの販売の他，オリ
ジナルリングノート作成のワークショップを行った。オリジナルリングノー
トでは表と裏の表紙の素材を自由に選ぶことができ，有害鳥獣 Eであ
るイノシシの他にも，クマや馬の皮も選べるようになっていた。それぞ
れの皮によって手触りや見た目に違いがあり，比較するいい機会となっ
た。また，大阪谷さんが連れてきた子猫がとてもかわいらしく，多くの
人が足を止めていた。
　私自身は呼び込みと会計をメインで行った。大阪谷さんの知り合いだ
けでなく，館山市在住の方や猟師の方等様 な々方に見てもらうことがで
きた。興味を持って足を止めてくれた方の中に南房総で狩猟をやってい
る方がおり，狩猟の現実について直接お話を聞ける良い機会にもなった。

②11 月17日の出店
ジビエレザーを用いた商品の他，イベントのテーマ「南総里見八犬伝」
に合わせたリングノート及びシールの販売を行った。ジビエレザーだから
ではなく，デザインや商品に興味を持ってくれた方が多くおり，新たに
有害鳥獣問題やジビエレザーについて知ってもらうことが出来た。ワー
クショップは今回はやらなかったものの，それでも前回の出店と同じく
らいお客さんが来てくれた。
　私自身は主に前回同様呼び込みと会計を行ったが，出店内容や有害
鳥獣問題に関する知識が足りず，説明が不十分になってしまったことが
あった。

３.  成果と課題
( １) 地域貢献面
　有害鳥獣についての認知度を高めることで，間接的にではあるが，
南房総地域の有害鳥獣に関わる問題の解決に貢献出来たのではな
いかと思う。認知度は高まったものの，具体的に解決に向けて普段
の生活で出来ることを教えているわけではないので，今後はそれに
ついても普及啓発していく必要があると考えた。

( ２) 教育・研究面
　マーケットへの出店の際に有害鳥獣やジビエレザーについての小
さなパネルを一緒に展示したことで，有害鳥獣に関する普及啓発に
貢献出来たのではないかと思う。教育機関と連携すれば小学生や
中学生へもアプローチしやすくなり，より興味関心を持ってくれる人
が増えると考える。

４. 今後の展開
　昨年度，今年度と大阪谷さんの出店を手伝わせていただく中で，
有害鳥獣問題及びその対策として行われていることへの理解を深め
ることができ，ジビエレザーを扱う上でコスト面が他のレザーに比べ
ると厳しいことや，ジビエレザーやジビエ料理のように有害鳥獣を
有効活用することで，人間と里山に住む鳥獣が共生できる環境を実
現し得ることを学んだ。今後は，ミライノラボで関わっている稲毛
コレクティブインパクトや他に関わっている活動において，有害鳥獣
問題を扱ったワークショップ等を実施することで，自らが学んだこと

をより多くの人に知ってもらえるようにしたい。そうすることで，有
害鳥獣とされている動物はジビエレザーやジビエ料理という形で有
効活用することができることを知ってもらい，それを他の人に伝えて
もらったり，ジビエレザーやジビエ料理に興味を持ってもらったりし
てほしいと思う。
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   域学協働の工夫！
★南房総市とは直接関係はないが，大阪谷さんが千葉大学でゲストとして講義した際の補助を行った。学生の中には有害鳥獣やキョン
　について全く知らない人もいたので，学生向けの普及啓発活動としていい機会になったと思う。
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有害鳥獣問題解決に向けた取り組み
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